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【緒言】 

親から如何なる養育を受けたかという被養育体験が、児の人格的、精神的、社会的

成長に影響を及ぼし、その後の精神疾患の発症にも関与すると考えられている。この

点を踏まえ、被養育体験が如何なる因子から構成され、その後の精神病理と関連する

かが検討されてきた。 

例えば Parker らは、幼少期に親から受けた養育を評価する質問紙 Parental Bonding 

Instrument(PBI)を作成し、一般青年を対象とした検討から 2 因子構造を報告した。そ

の後の研究において、対象者の国、年齢、精神疾患の有無などにより因子構造が異な

るとの知見もある。周産期女性は身体的、心理的、社会的な変化が生じ、抑うつ症状

を呈し易く、被養育体験を含むリスク因子の同定が検討されてきた。従来、Parker ら

の検討結果に基づく PBI の 2 因子を用いられてきたが、周産期女性或いは多様な国に

おいて同様の因子構造を適用できるかは定かでない。 

以上を踏まえた本研究では、我が国の周産期女性における PBI の信頼性、妥当性、

および因子構造を検討した。 

 

【方法】 

2006 年 4 月から 2020 年 5 月までの期間のうちに、妊娠 25 週、産後１か月時点で

PBI および Edinburgh Postnatal Depression Scale(EPDS)の完全回答を得た 932 名の周産

期女性を対象とした。この集団を無作為に 2 群(Group1, n=466 名、Group2, n=466 名)

に分け、Group1 に対して探索的因子分析を行い、そこで得られた結果を踏まえて、

Group2 に対して確認的因子分析を行い、因子構造を確認した。 

また、因子分析を行う前に正規性の確認と、サンプルサイズの妥当性を Kaiser-

Meyer-Olkin(KMO)の標本妥当性で確認した。信頼性は抽出された各因子に対しての

Chronbach の α 係数、折半法、McDonald の ω 係数により、構成概念妥当性は Spearman

の相関係数を用いて、EPDS との相関を求めることにより確認した。 

なお、名古屋大学大学院医学系研究科及び医学部附属病院生命倫理審査委員会の承

認を受け、その承認事項に則って行われた。 

 

【結果】 

Group1、Group2 の集団間で年齢、EPDS の点数に差は見られなかった。集団で得ら

れた PBI のスコアの正規性は保たれており、KMO の標本妥当性は 0.9 以上とサンプル

サイズの適切な妥当性を示した。ランダムに分けた 2 群のうち、Group1 に対して探索

的因子分析を行ったところ、Care、Interference、Autonomy の 3 因子が確認された(表

1、表 2)。この結果を踏まえて、Group2 に対して確認的因子分析を行ったところ、良

好な適合度が確認された。 

PBI の各因子は全て Chronbach の α 係数、折半法、Macdonald の ω 係数で高値を得

られ、高い信頼性を示した。また、PBI の各因子は全て EPDS と相関しており、構成

概念妥当性を示した。父親、母親からの養育態度ともに Care と Autonomy 間、Care と
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Interference 間で負の相関を、Autonomy と Interference 間で正の相関をみとめた。 

 

【考察】 

本研究は日本の周産期女性を対象として、産前産後の両時点で PBI の妥当性、信頼

性、因子構造を検討した初めての研究である。標本妥当性が確認されたサンプルサイ

ズを用いており、探索的因子分析および確認的因子分析を行ったところ、妊娠中、産

後を通して父親、母親のそれぞれの被養育体験について Care, Autonomy, Interference の

3 因子構造を確認した。また、複数の指標を用い、かつ各指標で高値を得られたこと

から高い信頼性を、PBI の各因子と EPDS の相関を用いて妥当性を得ることができた。  

今回の研究で得られた Care、Interference、Autonomy の 3 つの因子の間において、

Care と Interference は EPDS と正の相関を示したが、Care と EPDS は負の相関を示し

た。つまり、親の愛情不足、過度の親の干渉、自律性の低さが産後の抑うつ状態と関

連していることが判明した。 

これまでの発達心理学の知見では、この 3 つの要素は互いに密接に関連していると

されてきた。十分な親の愛情は、他者や自分への信頼感を生み、それが子どもの自律

性や自尊心を高めるように働くとされている。しかし、親の愛情が不十分だと、不信

感が生まれ、不健全な親の愛情は、依存度の高い子どもを生み出すとされる。その結

果、子どもの自律性や自尊心が低下すると言われている。一方で、子どもを過保護に

しようとする親の行動、つまり過干渉は、自律性の発達を阻害するとされる。親の愛

情不足、自律性の低さ、自尊心の低さは、将来のうつ病と関連することが報告されて

いる。 

以上の知見を踏まえると、本研究で明らかとなった、Care と EPDS は負の相関、

Autonomy と Interference と EPDS は正の相関を持つことは妥当と思われる。また、Care、

Interference、Autonomy は発達段階において相互関係を示しており、各因子間に相関が

あることも合理的と考えられる。 

 

【結語】 

今回、周産期女性を対象として、産前産後の両時点で PBI の信頼性と妥当性、因子

構造を調べた。産前、産後を通して父親、母親のそれぞれの被養育体験について Care, 

Autonomy, Interference の 3 因子構造が確認された。また、構成概念妥当性、高い内的

整合性および再現性が得られた。複数の既報との比較より PBI の因子分析において、

女性においては周産期や育児中といったライフステージの要因も強く反映されると考

えられた。 

今回得られた結果を用いて、どのような親の養育態度が周産期抑うつ状態に対して

影響を及ぼすかについて、より明確に検討を進めることが出来ると考える。 
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